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Ⅰ．はじめに
　教員養成教育において，小学校社会科の授業を設計する
力を育成するには，どうすればよいのだろうか。またそれ
を教職実践演習という一科目内で具現化していくにはどう
すればよいのだろうか。
　2013年度から本格実施されたまだ歴史的には浅い教職実
践演習の取組みであるが，すでに先行研究によって一定の
考察が積み重ねられてきている。研究成果をまとめると，
以下の２つに集約できる。
　ひとつは，教職実践演習に代表される一連の教育改革の
分析を通して今後の教員養成教育の在り方を考察，提案し
た論考である。例えば，教師教育改革を取り巻くポリティ
クスの分析を通して，教師の専門職性の向上，確立に向け
ての課題を整理した長尾の研究１），兵庫教育大学の教員養
成スタンダード開発の取組みを取り上げ，教員養成の質保
証を論じた別惣の研究２）などがある。
　もうひとつは，実践を通して教育実践演習を実施する上
での課題を考察し，今後の科目運営の在り方を提案した論
考である。例えば，特色ある教育活動を実施している定時
制・夜間部の高校の見学を企画し，学校・教員・生徒が抱
えている課題について学生がどのような学びを獲得したの
かをまとめた上で，さらに効果的な学びを創り上げるため

の実施上の改善を論じた梅津・近藤の研究３），国語科，家
庭科の指導案の作成と授業設計に関する振り返り活動を通
して，学生の保育観・授業観がどのように変化し高まった
のかを探り，実践者が行った演習の有効性を論じた井口・
生野・松田の研究４）がある。
　これらの研究は，教職実践演習を取り巻く教育改革の背
景や，演習の具体を紹介している点で意義深い。他大学に
おいて教職実践演習を企画・立案する立場にある者にとっ
ては，自らの実践を巨視的・微視的な視点で開発する手掛
かりとなるであろう。しかし，これらの研究は，教師になっ
てから実際に求められる現実的活動，例えば，地域調査の
実施に基づく地域そのものの理解や，地域調査に基づく教
材の開発などの点では，示唆される内容は少ない。
　本稿では，先行研究にはない小学校社会科の授業を設計
する能力を身に付ける演習の在り方を，実践を通して論じ
ることを目的とする。以下，Ⅱでは，教職実践演習の趣旨
を2006年の中央教育審議会答申から明らかにする。Ⅲで
は，教職実践演習に関する北海道教育大学全体での取組の
概要を説明し，Ⅳで釧路校・学校カリキュラム開発専攻・
社会科グループの取り組みを紹介する。Ⅴで学生の学びの
実際を示し，Ⅵで今後の課題を示すこととしたい。

（藤本将人）
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要旨
　教員養成教育において，小学校社会科の授業を設計する力を育成するにはどうすればよいのか。またそれを教職実践演
習という一科目内で具現化していくにはどうすればよいのか。本稿の目的は，小学校社会科の授業を設計する能力を育成
するための演習の在り方を，実践を通して論じることである。これら二つの問いに対して我々が見出した答えは，以下の
通りである。①教師として働く上で実際に求められる現実的活動を選び，それを学生に経験させること。②学生の発見を
実際の教材開発で必要となる視点に引き付けて解説すること。今後の課題は，題材として取り上げた土地利用に関する調
査だけでなく，他の様々な視点からの野外観察を実施することである。
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Ⅱ．科目「教職実践演習」の趣旨
　2006年の中央教育審議会答申「今後の教員養成・免許制
度の在り方について」において，「教職実践演習」の趣旨
が以下のように述べられている。

　「教職実践演習は，教職課程の他の科目の履修や教職課程外

での様々な活動を通じて学生が身に付けた資質能力が，教員と

して最小限必要な資質能力として有機的に統合され，形成され

たかについて，課程認定大学が自らの養成する教員像や到達目

標に照らして最終的に確認するものである。学生はこの科目の

履修を通じて，将来，教員になる上で，自己にとって何が課題

であるのかを自覚し，必要に応じて不足している知識や技能等

を補い，その定着を図ることにより，教職生活をより円滑にス

タートできるようになることが期待される」（下線は筆者によ

る）

　ここで言う「教員として最小限必要な資質能力」とは何
か。平成９年の教育職員養成審議会第一次答申「新たな時
代に向けた教員養成の改善方向について」では，以下のよ
うに述べられている。

　「教員の『資質能力』の意味内容を『専門的職業である「教職」

に対する愛着，誇り，一体感に支えられた知識，技能等の総体』

ととらえ，さらに，養成段階で修得すべき『最小限必要な資質

能力』を『採用当初から学級や教科を担当しつつ，教科指導・

生徒指導等の職務を著しい支障が生じることなく実践できる資

質能力』とする」（下線は筆者による）

　こうした資質能力が形成されたかを確認するために，「教
職実践演習」が設定された。学生はこの科目の履修を通し
て，自己の課題をとらえ，不足する知識や技能を補うこと
で，教職生活を円滑に始められるようにする。一方，課程
認定大学にとっては，教員養成で目指す資質能力の質保証
が求められることとなった。

（内山隆）

Ⅲ．北海道教育大学における「教職実践演習」
　北海道教育大学でも，上記の趣旨を踏まえて，教職実践
演習全学運営委員会で「教職実践演習」の実施に向けた検
討が行われた。
　実施要項によれば，「授業では，４年間の教職課程の履
修や教育実習を全般的に振り返り，教員として求められる
以下の４つの事項をテーマに，各自の達成度や課題を洗い
出し，不足している知識や技能を補うことで，教育現場で
働くための最終準備を行う」とされ，以下の４つのテーマ
が示されている。
　　①教科，保育内容等の指導力に関する事項
　　②幼児児童生徒理解や学級経営等に関する事項
　　③社会性や対人関係能力に関する事項
　　④使命感や責任感，教育的愛情に関する事項
　授業方法の主なポイントは，次の通りである。
　　・演習を中心とすること。
　　・教職に関する科目の担当教員と教科に関する科目の担当教員

が複数人で協力して行うこと。

　　・学生のこれまでの教職課程の履修履歴を電子ポートフォリオ
等により把握し，それを踏まえた指導を行うことにより，不

足している知識や技能等を補うものとすること。

　　・学生に自己の課題を自覚させ，主体的にその解決に取り組む
ことを促すため，役割演技（ロールプレイング），事例研究，

現地調査（フィールドワーク），実践記録の作成等の工夫をす

ること。

　　・学校現場の視点を取り入れる観点から，必要に応じて現職の
教員または教員勤務経験者を講師とした授業を含めること。

　　・連携先の確保や授業計画の立案に当たって，当該教育委員会
または学校の意見を聞くことが望ましいこと。

　授業内容の主なポイントは，次の通りである。
　　・授業内容は，パタン１（模擬授業・ロールプレイ・事例研究型）

とパタン２（実務実習型）のいずれか，あるいは両者の混合

型から，キャンパスごとの状況に合わせて適宜選択・組み合

わせて授業内容を決定する。

　　・15時間をガイダンス，活動計画，授業演習・実習，中間報告，
生活指導演習・実習，総括の枠組みを目安にして計画する。

　　・全体を通じて電子ポートフォリオ，チェックリストの観点を
有効に活用する。

　以上を踏まえたパタン１（模擬授業・ロールプレイ，事
例研究型）の授業計画例は次のようになる。
　　１ 時  間  目：ガイダンス（担当：科目全体担当者，各専攻グ

ループ等代表者）

　　２ 時 間 目：学びの履歴の整理，課題克服のための取組計画
（担当：アカデミックアドバイザー，以下AA

と表記する）

　　３～12時間目：取組計画の発表と助言（担当：専攻各教員・A
A），各学生の課題に即した模擬授業，ロール

プレイ，事例研究と討議（担当：専攻各教員，

AA），適宜中間報告や中間指導，記録整理（担

当：AA）

　　13 時 間 目：活動を受けたレポート案（４つの観点の課題克
服についての省察を含む）の作成・指導（担当：

AA）

　　14～15時間目：整理を踏まえた実践レポートの発表・討議等，
電子ポートフォリオへの自己評価と省察結果の

入力，アカデミックアドバイザーの評価コメン

ト入力（担当：AA）

　北海道教育大学で定めた指針をもとに，釧路校では，上
記のポイントを踏まえて教職実践演習運営ワーキンググ
ループを中心に，各専攻，分野，グループで演習プログラ
ムを用意し，学生が自らの課題に応じて選択できるように
した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　（内山隆）

Ⅳ．釧路校・学校カリキュラム開発専攻・社会科グループ
　　の取り組み
１．内容・方法の検討
　社会科グループでは，数回の会合を開き，教職に関する
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科目の担当教員と教科に関する科目の担当教員が協同で取
り組めるプログラムを検討した。そして，2013年度は身近
な地域のフィールドワークを取り入れた小学校社会科の授
業づくりを行うことにした。
　実践の概要を説明するにあたり，まずは小学校社会科の
授業づくりを教育内容として取り上げる際の基本的な考え
方を示しておきたい。加えて，教育方法として採用した野
外観察の基本的な考え方も示しておくこととする。
　教職に関する科目の担当教員と教科に関する科目の担当
教員が共通の基盤とした考え方は以下に示す①②の通りで
ある。

①小学校社会科における内容・方法
　小学校では，新卒教員は中学年を担任することが比較的
多い。だが，授業実践上，第３学年及び第４学年の社会科
は，難易度が高いと言える。
　なぜなら，学習の対象が地域社会の社会的事象を対象と
するものであり，教師自身が地域に出かけて教材研究を行
い，指導案作成をする力量が求められるからである。
　学習指導要領の社会科で取り上げられる第３学年及び第
４学年の具体的な内容項目は，以下の６つである。
　　ア　身近な地域や市の地形，土地利用，公共施設などの様子
　　イ　地域の生産や販売に関わっている人々の動き
　　ウ　地域の人々の健康な生活や良好な生活環境を守るための諸

活動

　　エ　地域の人々の安全を守るための諸活動
　　オ　地域の古い道具，文化財や年中行事，地域の発展に尽くし

た先人の具体的事例

　　カ　県の地形や産業，県内の特色ある地域
　これらの内容については，それぞれ単元化して学習展開
を図るが，相互に関連性をもっており，地域の実態を踏ま
えて２年間を見通した指導を行う必要がある。
　そこで，演習では社会科の導入単元を取り上げ，何をど
のように指導すれば良いか，学生がフィールドワークを通
して学び，授業の計画・実践に生かせるようにした。
　学習指導要領で対応する内容は，「（１）自分たちの住ん
でいる身近な地域や市（区，町，村）について，次のこと
を観察，調査したり白地図にまとめたりして調べ，地域の
様子は場所によって違いがあることを考えるようにする」
である。
　ここでは，学校の周りの児童が直接観察できる範囲の特
色ある地形や土地利用の様子，主な公共施設などの場所と
働き，交通の様子，古くから残る建造物などを調べ，地域
の様子は場所によって違いがあることを考えるようにする
ことが求められている。
　『小学校学習指導要領解説社会編』によれば「特色ある
地形」は，「土地の低いところや高いところ，広々と開け
た土地や山々に囲まれた土地，川の流れているところや海
辺に面しているところなど」である。「土地利用の様子」は，
「田や畑の広がり，住宅や商店，工場の分布など」である。

「主な公共施設など」は，市（区）役所や町（村）役場を
はじめ，学校，公園，公民館，図書館，児童館，体育館，
美術館，博物館，郷土資料館，文化会館，消防署，警察署，
裁判所，検察庁など」や「駅，病院，福祉施設，デパート，
スーパーマーケット，銀行など，多くの市民が利用してい
る施設」である。
　「交通の様子」は，「主な道路や鉄道などを取り上げ」，「身
近な駅やバス停とその周りの様子の観察，調査」，「電車や
バスなどの路線図や時刻表を手掛かりに」して，「自分た
ちの住んでいる地と近隣の市との結び付きに気付く」よう
にする。また，「主な道路と市内の工場の分布，主な駅と
商店の分布など，土地利用の様子を交通の様子と関連付け
て考え，相互のかかわりに気付く」ようにするとなってい
る。
　「古くから残る建造物」は，今回の改定で新たに加えら
れたものである。建造物は，例えば「神社，寺院，伝統的
な家屋など」であり，「地域の特色に応じて，門前町，城
下町，宿場町などの伝統的な家並を取り上げることも考え
られる」とされている。
　いずれも，児童が観察，調査したり地図などを活用した
りして具体的に調べ，白地図に書き表すようにする。その
際に，内容の取扱いとして新たに「方位や主な地図記号に
ついて扱うものとする」が加わり，地図指導が一層重視さ
れるようになった。
　こうした学習を通して，学習指導要領の第３学年及び第
４学年の「目標」の「（３）地域における社会的事象を観察，
調査するとともに，地図や各種の具体的資料を効果的に活
用し，地域社会の社会的事象の特色や相互の関連などにつ
いて考える力，調べたことや考えたことを表現する力を育
てるようにする」という能力の育成が求められている。
　以上の内容と目標をフィールドワークに位置付け，児童
の学びとしていかに展開していくべきかを学生に考えさせ
ることを今回の演習では重視することとした。

（内山隆）

②地理学における野外観察
   地理学者は野外に出ると元気になる，とよく言われる。
これは地理学者が研究するにあたって野外調査を第一とし
ていること，すなわち野外調査なくして地理学はありえな
いことを意味している。地理学が野外科学と言われる所以
である。地理学における野外調査の方法は大きくアンケー
ト法，聞き取り法，直接観察法の３つに分類することがで
きる。2013年度の教職実践演習で行った野外観察は直接観
察法に含まれるが，この野外観察は地理学にとって最も基
本的な調査法である。野外観察では観察者の目の前に広が
る様々な自然的事象，人文的事象をまず観察し，その諸
相を正しく把握することが求められる。そのためには鋭い
観察力（観察眼）が必要とされる。さらに観察した結果を
地図上に記録し，レポートとしてまとめる能力が求められ
る。観察眼や記録する能力は一朝一夕で習得できるもので
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はなく，経験と適切な指導によって習得できるものである。
　ところで，野外観察にはこれまで学んできたものを実際
に野外に出て確認するという役割もあるが，野外に出て新
たに何かを発見するということがより重要である。その
際，前述した観察眼が特に求められることになる。このこ
とは研究だけではなく地理教育の場においても言えること
である。そこで2013年度の教職実践演習では，まず受講生
に野外観察とはどういうものであるのかを体験してもらう
こととした。

（酒井多加志）

③調査対象地域と調査区の画定
　受講生数は13人であったため，３人組の班３つ，４人組
の班１つの計４班に分けた。調査対象地域は学生にとって
身近な地域である北海道教育大学釧路校周辺とし，各班の
調査地域の範囲は過去の地理学実習での土地利用調査の経
験に基づいて画定した５）。すなわち，初めて土地利用調査
を行うものにとって，１時間あたり200ｍ×400ｍ程度の範
囲であれば調査は可能である。今時の調査では調査時間を
２時間確保しているため，上記の倍の面積である400ｍ×
400ｍ程度を調査範囲とした。第１図にこの基準をもとに
設定した４つの調査区を示す。釧路校を中心に北東の緑が
岡１丁目付近がＡ区，北西の城山１丁目付近がＢ区，南西
の住吉２丁目付近がＣ区，南東の鶴ヶ岱１丁目付近がＤ区
である。
　受講生の希望をもとに各班の調査区を決定した後，各班
に全調査区を示した第１図１枚と各々の班の調査区を示し
た縮尺2,500分の１の国土基本図２枚を配布した。配布し
た国土基本図のうち１枚はまち歩きの中で観察した各種情
報を自由に書き込むためのものであり，もう１枚は発表用
のものである。なお，国土基本図とは国土地理院が測量し
作成する縮尺2,500分の１または5,000分の１の地図のこと
で，国土の開発と保全を目的としている。市町村役場もし
くは財団法人日本地図センターのHPにおいて購入が可能
である。ただし，刊行は平地や都市及び都市周辺部に限ら
れ，山間部や離島など人口密度の低い地域では刊行されて
いない。
　参考までに，本講義で使用した地図を下に示す。

1:25,000地形図「釧路」（平成20年更新）

1:2,500国土基本図ⅩⅢ-NE 72-4（釧路市現況図P-4）（平成18年測量）

1:2,500国土基本図ⅩⅢ-NE 73-3（釧路市現況図Q-3）（平成19年測量）

 

第１図　調査対象地域（×0.8）
（酒井多加志）

④土地利用調査の対象
　受講生には土地利用（建物用途）の凡例については，事
前に示すことはせずに，各班で判断するよう指示した。あ
わせて，土地利用以外にも気づいたことはできるだけ多く
書き留めるよう指示した。これは（１）受講生に観察眼を
身につけてもらうこと，（２）受講生がまち歩きをするに
あたって何に注目しているかを知ること，を目的としてい
る。（１）に関しては，もちろん本講義のみで身につくも
のではないが，与えられた凡例に従って受動的に調査する
よりも，より観察する力が身につくものと考えられる。

（酒井多加志）

２．教職実践演習の概要
　社会科グループが実施する2013年度の教職実践演習の
テーマは“小学校社会科「身近な地域」の授業作り”とした。
　まず，教科教育学担当教員から，前に述べた学習指導要
領上の位置付け（ねらい，内容，方法）について説明した。
さらに，それが児童の学習活動としてどのように展開され
ているか，地図としてどのように表現されているかについ
て，教科書を見ながら確認をした。
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釧路校における「教職実践演習」の実践と課題

第２図　１班（Ａ区）の土地利用図（×0.7）
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第３図　２班（Ｂ区）の土地利用図（×0.7）
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釧路校における「教職実践演習」の実践と課題

第４図　３班（Ｃ区）の土地利用図（×0.7）
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第５図　４班（Ｄ区）の土地利用図（×0.7）
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釧路校における「教職実践演習」の実践と課題

　続いて，具体的な野外観察を通じて「身近な地域」の土
地利用図を作成するとともに調査結果を発表する，という
活動を行った。実施日時は10月18日（金）9:00 ～ 14:30，
11月8日（金）13:00 ～ 17:50で，両日とも講義内容は同じ
である。受講者数は10月18日が13名，11月8日が7名であっ
た。本稿では受講者数の多かった10月18日の講義を紹介す
る。なお，講義には社会科グループの教員全員（7人）が
かかわることとした。
　講義は次のように進めた。

９：00～９：20　小学校社会科の指導要領における身近な地域

　　　　　　　　の取り扱いについての解説

９：20～９：40　土地利用調査の説明

９：40～12：00　土地利用調査の実施（移動時間を含む）

12：00～12：30　昼食

12：30～13：45　土地利用図の作成と発表準備

13：45～14：30　発表

（酒井多加志・内山隆）

Ⅴ．学生の学びの実際
　第２，３，４，５図は，学生の具体的な学習成果である。
学生は，地域調査を行って発見した内容を地図上に確定し
ていった。第２図は１班，第３図は２班，第４図は３班，
第５図は４班のそれを示している。学生は，「一軒家の多
いところ」「アパートの多いところ」「お店」「公共施設」「公
園」「学校」といった視点でまち歩きを行った。
　地図上に確定した学びを整理したものが，以下の表であ
る。表は，学生の発表内容をもとに作成を行った。学生の
発表は主に「着目した事物」「分布」「土地の様子」「特記
事項」で表現されるカテゴリーで分けることができた。
　１班は公共施設や街の移り変わりについて興味を持ち，

２班は特色ある地形や土地利用，交通，まちの移り変わり，
古くから残る建造物についての発見が多かった。３班は防
災安全や，子育て，高齢者・福祉施設，産業に関する知見
が多く，４班では産業，住民，交通，市に関する見方を獲
得したようである。
　学生発表の後，地域調査による学生の発見が小学校社会
科の教材開発の観点にどのように合致しているのかという
視点から，教員がコメントを発し，今後学生が教員として
授業を設計するために必要となる「深める視点」を確認し
ていった。

（藤本将人）

Ⅵ．今後の課題
　本稿の目的は，小学校社会科の授業を設計する能力を身
に付ける演習の在り方を，実践を通して論じることであっ
た。最後に，「Ⅰ．はじめに」で掲げた二つの問い，すなわち，
教員養成教育において，小学校社会科の授業を設計する力
を育成するにはどうすればよいか，またそれを教職実践演
習という一科目内で具現化していくにはどうすればよいの
か，について答えを提示しておきたい。
　一点目について，我々が見出した答えは，教師として働
く上で実際に求められる現実的活動を選び，それを学生に
経験させるというものである。今回の演習では，小学校社
会科の授業を設計する上で必須の力となる地域調査につい
て現地体験という方法を採用し，実際に調査を行った。こ
の経験から学生がつかんだことは多かった。
　二点目について，我々が見出した答えは，学生の発見を
実際の教材開発で必要となる視点に引き付けて解説するこ
とである。教職課程全体を通して教員としての資質を育成
するわけであるが，その資質が身についたかどうかを学生

表　学生の発表内容

着目した事物 分布 土地の様子 特記事項 コメント内容
（深める視点）

１班 北陽高校／公園／学園高架線／
コミセン／教会／ツルの置物 住宅地（１軒家） 住宅地の中に高校 公共施設

移り変わり

２班

城山小／商店／セブン・イレブ
ン／モシリヤ／仏舎利塔／ス
イートデコレーション／空き店
舗／公園（道路下　ブランコ１
つ）

高級住宅街（１軒家）高い土地川沿い

高い所から見渡す
道路沿いに会社公園
が少ない

特色ある地形
土地利用
交通
移り変わり
古くから残る建造物

３班

ランチマーケット／酒蔵／ス
クールゾーン／公園（療育セン
ター専用）／公園（草むら）／
教会／病院・薬局／製缶工場と
段ボール

店が多い／交通量／
１軒家／アパート 高低差 商店の多さと交通量

防災安全
子育て
高齢者・福祉施設
産業

４班 福司／喫茶店／案内板／パーク
サイド 19 棟

１軒家／アパート、
マンション／交通量
／紺の屋根が多い

坂 ナナカマド＝市の木
パワースポット

産業
住民
交通
市

（発表の内容をもとに，内山隆が作成）
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自身にメタ認知させるためには，科目内において「身につ
いている」という自覚を覚醒させることが必要であろう。
今回の演習では，教員からのコメントがその役割を果たし
ていたということができよう。
　最後に今後の課題を述べておきたい。今年度の教職実践
演習では野外観察の一事例として土地利用を取り上げた
が，その他にも防災や防犯，交通安全，都市景観，高齢者
や障害者からみた都市問題等，他にも様々な視点からの野
外観察が可能である。今後はこれらに取り組みさらに学生
の経験を発展させていくこととしたい。

（藤本将人）
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